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ExTEND2005における基盤的研究について 
 

環境安全課 
ExTEND2005における具体的取組方針「基盤的研究の推進」 

内分泌かく乱作用については、依然として科学的に未解明なことが多いことから、内

分泌かく乱作用のメカニズムを解明する必要がある。 

① 野生生物の基礎生物学的知見の収集 

野生生物の観察によって生物個体（群）の変化が見られた場合、その変化が異常か

否かの評価とメカニズムの把握を行う必要があり、基礎的な生物学的知見の収集が重

要である。 

② 個体レベルのアプローチ 

また、生体においてどのような変化が観察されるのか把握し、個体レベルでのメカ

ニズムを把握するため、生体内での吸収、代謝、排泄作用等の諸反応を含めた一個体

としてのメカニズム評価を行う視点が必要であり、まず個体レベルでのアプローチが

求められる。 

③ 細胞・分子レベルのアプローチ 

併せて、細胞の受容体と化学物質の反応や遺伝子の発現変化など細胞・分子レベル

での作用メカニズムを解明していくため、細胞・分子レベルのアプローチが重要であ

る。 

個体レベルでの変化が、どのような細

胞・分子レベルでの作用メカニズムに起

因しているのか、逆に細胞・分子レベル

での変化が個体レベルではどのような形

で現れるのか、その関連性を視点におい

た検討が必要である。 

④ 試験法開発に資する基盤的研究 

一方で、現時点での最新の知見を利用

して生態系やヒト健康影響への影響を推

定するため、個体レベル、細胞・分子レ

ベルの関連性を視野においた種々の試験

評価方法を確立する必要がある。 
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